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　10月 29日（日）にあった
泗水秋まつりで披露された
「祭孔大典」です。
　色鮮やかな衣装をまとった
舞生や楽生などの幻想的な踊
りに、たくさんの観客が魅了
されました。
（４ページに関連記事）



　

昔
は
、
今
の
よ
う
な
ス
ー
パ
ー
も

な
く
、
近
所
の
八
百
屋
さ
ん
や
魚
屋

さ
ん
に
買
い
物
か
ご
を
持
っ
て
行
き
、

必
要
な
分
だ
け
の
買
い
物
を
し
て
い

た
の
が
普
通
で
し
た
。

　

レ
ジ
袋
の
誕
生
は
、１
９
６
５（
昭

和
40
年
）
年
ご
ろ
で
す
。

　

梨
狩
り
で
使
っ
て
い
た
竹
で
編
ん

だ
か
ご
が
、
女
性
客
の
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
に
引
っ
か
か
る
こ
と
が
不
評
だ
っ

た
た
め
、
そ
れ
に
目
を
つ
け
た
製
袋

メ
ー
カ
ー
が
、
今
ま
で
あ
っ
た
取
手

付
き
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
を
改
良
。

　

こ
れ
が
好
評
だ
っ
た
た
め
、
ス
ー

パ
ー
が
レ
ジ
袋
に
応
用
し
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
７
０
年
代
後
半
に
は
、
丈
夫

で
使
い
や
す
く
紙
袋
よ
り
コ
ス
ト
が

安
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
ス
ー
パ
ー

で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
レ
ジ

袋
は
、
わ
ず
か
な
間
で
私
た
ち
の
生

活
に
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

自
然
界
で
い
つ
ま
で
も
分
解
さ
れ

ず
に
散
乱
す
る
レ
ジ
袋
。

　

イ
ル
カ
や
ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
の
海
洋

生
物
は
、
海
中
に
漂
う
レ
ジ
袋
を
ク

ラ
ゲ
と
間
違
い
誤
飲
し
て
死
亡
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
日
本
で
も
レ
ジ
袋

な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
誤
飲
が
原

因
で
イ
ル
カ
が
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
は
、
広
島
県
宮
島
の
鹿
が

観
光
客
に
群
が
り
、
服
や
お
み
や

げ
の
買
い
物
袋
に
噛
み
付
い
た
り
し

て
、
死
亡
し
た
鹿
の
胃
の
中
か
ら
多

量
の
レ
ジ
袋
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
で

大
手
ス
ー
パ
ー
が
支
払
う
再
商
品
化

委
託
料
の
８
割
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
で
、
年
間
４
〜
５
億
円
に

も
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
８
年
に
１
枚
６
円
で
、
レ

ジ
袋
の
有
料
化
を
開
始
し
た
東
京
の

某
ス
ー
パ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

当
初
、
売
り
上
げ
が
20
％
落
ち
込

ん
だ
も
の
の
、
１
年
ほ
ど
で
回
復
し

ま
し
た
。

　
「
コ
ス
ト
を
抑
え
て
良
い
物
を
安

く
」
と
い
う
経
営
方
針
が
消
費
者
に

支
持
さ
れ
、
近
年
で
は
、
10
％
の
売

り
上
げ
の
伸
び
率
を
記
録
し
て
い
ま

す
。

　

レ
ジ
袋
辞
退
率
も
、
平
均
８
割
程

度
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
店
で
、
レ
ジ
袋
は
タ

ダ
で
い
く
ら
で
も
も
ら
え
る
こ
と
か

ら
、「
ご
み
の
過
剰
包
装
袋
」
や
「
ご

み
」
と
し
て
安
易
に
廃
棄
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

レ
ジ
袋
を
削
減
す
る
意
義
は
、
①

廃
棄
物
の
減
量
、
②
石
油
資
源
の
浪

費
・
地
球
温
暖
化
の
抑
制
、
③
消
費

行
動
か
ら
の
環
境
意
識
の
形
成
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
は
、
液
体
の
容
器
や
生
鮮

食
品
の
包
装
と
違
い
、
マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
参
す
る
な
ど
、
私
た
ち
消
費

者
自
身
が
注
意
す
れ
ば
代
替
可
能
で
、

実
効
性
が
あ
り
ま
す
。

○ 

マ
イ
バ
ッ
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

効
果
と
限
界

　

菊
池
市
を
は
じ
め
、
全
国
で
市
民

や
行
政
に
よ
る
積
極
的
な
マ
イ
バ
ッ

グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
マ
イ
バ
ッ
グ
は
確
実
に
浸
透
し

て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
の
削
減
は
、
消
費
者
の
選

択
で
実
現
す
る
こ
と
か
ら
、
消
費
者

に
レ
ジ
袋
の
問
題
を
知
っ
て
も
ら
い
、

行
動
に
つ
な
げ
て
い
く
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
最
も
基
本
的
で
重
要
な
取
り

組
み
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
経
済
的

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
動
機
付
け
、

誘
因
）
な
ど
の
手
法
を
用
い
な
け
れ

ば
「
タ
ダ
で
い
く
ら
で
も
レ
ジ
袋

が
も
ら
え
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

「
も
ら
っ
た
方
が
得
を
す
る
」
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

マ
イ
バ
ッ
グ
は
浸
透
し
て
も
、「
お

し
ゃ
れ
な
マ
イ
バ
ッ
グ
の
中
に
レ
ジ

袋
」
と
い
っ
た
状
況
が
見
ら
れ
る
の

も
現
状
で
す
。

○
レ
ジ
袋
辞
退
者
へ
の
特
典

　

レ
ジ
袋
辞
退
者
に
、
ス
タ
ン
プ
や

シ
ー
ル
な
ど
を
交
付
し
、
ポ
イ
ン
ト

が
た
ま
っ
た
ら
金
券
な
ど
と
し
て
使

え
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る

ス
ー
パ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

特
典
方
式
は
、
消
費
者
の
経
済
的

負
担
が
増
え
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
お
店
が
積
極
的
に
こ
の
方
法

を
推
進
し
て
い
け
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

○ 

レ
ジ
袋
の
有
料
化
は
起
爆
剤
に
な

る
か
も
し
れ
な
い

　

全
国
の
一
部
の
生
活
協
同
組
合
や

ス
ー
パ
ー
で
は
、
レ
ジ
袋
を
有
料
に

し
て
高
い
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
（
60

〜
90
％
）
を
ほ
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
削
減
を
大
き
く
進
め
る
、

レ
ジ
袋
の
有
料
化
な
ど
の
価
格
誘
導

的
措
置
は
、
有
効
な
手
段
と
い
え
ま

す
。

　

菊
池
市
内
で
使
用
さ
れ
る
レ
ジ
袋

の
推
定
枚
数
と
、
包
装
削
減
に
伴
う

効
果
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。

○ 

菊
池
市
内
の
事
業
者
の
レ
ジ
袋
購

入
に
伴
う
年
間
推
定
コ
ス
ト

　

レ
ジ
袋
の
１
枚
の
単
価
を
約
２
円

で
算
出
す
る
と
、
約
２
、６
３
２
万

円
に
な
り
ま
す
。

　

事
業
者
は
、
そ
の
他
に
も
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
伴
う
委
託
料
を

別
に
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
毎
日
使
用
し
て
い
る

レ
ジ
袋
の
ほ
と
ん
ど
が
、
廃
棄
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
レ
ジ
袋
が
、
ご
み
量
に
占
め

る
割
合
は
、
重
量
費
で
２
〜
３
％
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

菊
池
市
の
平
成
18
年
度
の
ご

み
処
理
に
要
す
る
費
用
は
、
約

７
億
３
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
レ

ジ
袋
が
約
２
％
の
割
合
で
ご
み
と
し

て
排
出
さ
れ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ

の
処
理
費
用
は
、
約
１
、４
６
０
万

円
に
相
当
し
ま
す
。

市内スーパーでの「マイバッグ音楽隊」による活動

「菊池市マイバッグ運動推進市民会議」の皆さん

レ
ジ
袋
を
減
ら
そ
う

　

菊
池
市
で
は
、
市
内
の
女
性
団
体
と
生
活
環
境
推
進
委
員
で
構
成
す
る
「
菊
池

市
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
推
進
市
民
会
議
」
の
皆
さ
ん
と
、
ご
み
の
減
量
化
を
目
的
と

し
て
、
平
成
10
年
か
ら
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
率
は
上
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、

今
回
は
「
レ
ジ
袋
」
の
何
が
問
題
な
の
か
を
少
し
掘
り
下
げ
て
考
え
て
み
ま
す
。

　業界団体の試算では、レジ袋１枚を製造するには原
料の原油に換算して 18.3ml が必要とされています。
　また、現在、レジ袋の６割弱は輸入製品だと言われ
ています。
　二酸化炭素（CO2）の削減量で考えても、気候変
動による異常気象を実感する今、地球温暖化の抑制の
ために、レジ袋の削減は、私たちに実践できる緊急課
題です。

　多くの燃料と費用をかけて作ったレジ袋も、最終的にはまた多く
の費用をかけて処分という、本当にもったいない話です。
　熊本県ごみゼロ推進市民会議と熊本県では、毎年 10月の 3R推
進月間に「マイバッグ・キャンペーン」を行い、マイバッグ利用に
よるレジ袋の削減・簡易包装の推進を呼びかけています。菊池市マ
イバッグ運動推進市民会議でも、10月を強化月間としてキャンペ
ーンを実施しました。
　近年、ごみやリサイクル問題への関心は高まっていますが、環境
負荷の少ないライフスタイルが定着しているとはいいがたい状況に
あります。
　菊池市マイバッグ運動推進市民会議では、平成 10年からキャン
ペーンを実施していますが、マイバッグの持参者は１回につき平均
約 18人という状況です。
　最近では、「お買い物にはマイバッグ」を作詞・作曲した、野中
秀樹さん（市職員）のご家族による「マイバッグ音楽隊」の各イベ
ントなどでの活動も、各方面から好評を得ています。
　皆さん、これを機にレジ袋を断り、自分のお気に入りのマイバッ
グを持って買い物に行きませんか？
　マイバッグは、わざわざ買う必要はありません。家庭にあるバッ
グやふろしきでかまわないのです。「お買い物にはマイバッグ」で
買い物する皆さんの姿であふれる街になることを願っています。

次は、皆さんそれぞれが行動を起こす番です

輸入する原油の「１日分弱」を使用！

レ
ジ
袋
の
歴
史

散
ら
ば
っ
た
レ
ジ
袋

タ
ダ
で
く
れ
る
レ
ジ
袋

か
か
る
お
金
は
？

レ
ジ
袋
を
断
る
の
は

い
い
こ
と
？

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境
政
策
係

      

☎
（
25
）
１
１
１
１

ど
う
し
た
ら
減
ら
せ
る
？

菊
池
市
に
お
け
る
レ
ジ
袋

使
用
の
現
状
と
削
減
の
意
義

菊池市内のレジ袋使用枚数（推定）

市内全体
の年間
使用枚数

市民一人
当たりの年間
使用枚数

市内一人
当たりの
一週間
使用枚数

市内一世帯
当たりの年間
使用枚数

約1,316万枚 約250枚 約4.8枚 約760枚

※菊池市H18.7 末人口　52,649 人
　世帯数　17,329 世帯で算出しています。

包装の削減に相当するごみ処理費用削減効果

削減率 ごみ処理費用削減額

30%削減した場合 約 438万円

50%　　〃 約 730万円

70%　　〃 約 1,022 万円

※ ごみ処理経費には、ごみ処理施設の整備に要する経費
なども含まれていますので、レジ袋の削減がすべて直
接的にごみ処理費用の削減につながるわけではありま
せん。

レ
ジ
袋
は
原
油
を
こ
れ
だ
け
使
う

※

レ
ジ
袋
は
ス
ー
パ
ー
の
大
型
レ
ジ
袋
換
算

　
（
日
本
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
フ
ィ
ル
ム
工
業
組
合
の

　

デ
ー
タ
か
ら
作
成
）

・日本の１日当たり原油
　輸入量に匹敵

66万2000kl

55万8000kl
に相当

原料としての使用分
＋

製造工程での消費分
18.3ml

１枚 =

300億枚 =

・全国の年間使用枚数
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TOPICSTOPICS

　爽やかな秋空のもと、泗水秋まつりが孔子公園でありまし
た。「しすいコスモスマラソン大会」、「孔子まつり」、「農業
まつり」が同時開催されたもので、たくさんの人で終日賑わ
いました。
　マラソン大会には、市内外から 614 人が出場し、孔子公
園横をスタートした選手たちは、３キロ、５キロ、10キロ
の部にそれぞれ分かれ、たくさんのコスモスが咲く合志川沿
いのコースで健脚を競いました。
　また、合併後にあらためて友好都市の調印をするために来
日した、韓国金堤市の李建植（イ・コンシク）市長などの招
待選手も出場し、国際交流の輪も広げました。
　午後からは、The　CRISOTTS（ざ・くりそっつ）のステー
ジや○×クイズなどがあり、家族連れなどの来場者を沸かせ
ました。
　同園の祀聖亭（しせいてい）周辺であった「祭孔大典」で
は、色鮮やかな衣装を身にまとった舞生の踊りや、中国古来
の楽器を奏でる楽生の演奏などを、地元泗水中学校生徒など
約 71人が披露し、訪れた観客を魅了しました。
　また、終日、会場では農畜産物の販売や JAの各部会の展
示販売などがあり、たくさんの行列ができていました。

　泗水煙草販売組合の組合員など関係者約 20人が、泗
水総合支所周辺や商店街などの清掃活動を行いました。
　この活動は、毎年１回 10月ごろに実施されているも
ので、参加した組合員は「拾えば街が好きになる運動」
という緑のエプロンと帽子のお揃いの格好で作業を行い
ました。
　「以前とくらべて、ごみの量もずいぶん減り、町もき
れいになりました」と清掃を終えた組合員。
　約３時間ほどの作業でしたが、ごみ袋の中は、空き缶、
煙草の吸殻などで、いっぱいになっていました。
　また、菊池・七城・旭志の煙草販売組合でも、同様の
作業が行われました。

10月19日（木）
泗水煙草販売組合がボランティアで環境美化作業（スモーキン クリーン キャンペーン）

スタート１キロ付近を走る選手たち

10月29日（日）泗水秋まつり

商
店
街
周
辺
の
清
掃
作
業
を
す
る
泗
水
煙
草
販

売
組
合
の
組
合
員

The CRISOTTS（ざ・くりそっつ）のステージ

孔子公園書道展で表彰された子どもたち養生米釣りに挑戦する子どもたち 祀聖亭周辺であった祭孔大典

　七城中学校の学校田で、全校生徒と保護者などが参加し
て、稲刈りがありました。
　今年の６月 30日（金）に泥だらけになって植えた苗は、
無農薬・有機栽培の合鴨農法で管理し、さまざまな格好を
した「カカシ」を作って、鳥からの被害防止にあたりました。
　生徒たちは、小学校から毎年１回学校田の稲刈りを経験
していることもあり、慣れた手つきで稲を刈っていました。
　この体験は、保護者の皆さんの協力で、米を生産するこ
との大変さや食べ物の大切さ、自然とのふれあいを目的に
毎年行われています。
　また、七城小学校でも 10月 13 日（金）に、小学校の
学校田で稲刈り体験がありました。

10月20日（金）七城中学校で稲刈り

　山鹿市菊鹿町グリーンパレスほかで行われた、熊本県
家庭婦人バレーボールブロック別選手権大会（熊本県バ
レーボール協会主催）で、泗水愛球（片山凉子代表）チー
ムが、優勝しました。
　熊本県下 53チームが３つのブロックに分かれて競い
合い、Cブロックに入った同チームが、ブロック優勝し
たものです。
　代表の片山さんは「毎週金曜日午後８時から泗水中学
校体育館で練習しています。初心者も歓迎しますので、
一緒にバレーしませんか」と話されました。

10月21日（土）・22日（日）
家庭婦人バレーボールブロック別
選手権大会で泗水愛球が優勝

　菊池南中学校の芹川光歩くん（３年）が高円宮杯第 58
回全日本中学校英語弁論大会への出場を、田崎和也くん（３
年）が第 37回全日本ジュニアオリンピック陸上競技大会
共通男子ジャベリックスロー（※）への出場を決め、その
報告に福村市長を訪れました。
　両親が英語教師で幼稚園から英語を勉強していたという
芹川くんは「昨年に続いて決勝に進みたいです」と、今年
の夏休みから競技を始めたという田崎くんは「1mでも遠
くに飛ばせるように頑張りたいです」と抱負を話し、福村
市長が「自分の力を出して頑張ってください」と激励しま
した。
※ ジャベリックスロー・・・やり投げのオリンピック選手
を育てるための競技として行われているもので、やり投
げの中学生版。

10月25日（水）菊池南中の芹川光歩くん
と田崎和也くんが全国大会出場を報告

　バレーボールのスーパー９オールスターズフェスティ
バル熊本県予選会で、菊池ボンバーズが初優勝を飾りま
した。
　菊池ボンバーズは、約 10年前に社会人クラブチーム
として発足し、週に２回程度の練習と、年間 10数試合
をこなしており、先輩たちから受け継いだ「菊池バレー
魂」を胸に頑張っています。
　また、ジュニア・中学・高校などのバレー選手が、将
来この菊池の地でバレーボールを「生涯スポーツ」とし
て楽しめるような、環境作りも目指して頑張っています。
　なお、同チームは、12月 14 日（木）～ 17日（日）
に神奈川県藤沢市で開催される全国大会に熊本県代表と
して出場します。市民の皆さんの応援をお願いします。

10月22日（日）第5回スーパー9オー
ルスターズフェスティバル熊本県予選
会で菊池ボンバーズが初優勝

七
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の
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校
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、
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き
で
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ン
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球
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ー
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１
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目
）

と
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ん
（
左
か
ら
２
番
目
）
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TOPICSTOPICS

　立山隆市さん（○菊　亘）、堤　慎一さん（○菊　辻）、山下英
雄さん（○七　加恵）が農業経営統計調査に、葛原昭八郎さん
（○菊　市野瀬）、田中陽一さん（○菊　茂藤里）が果樹基準筆調
査にそれぞれ永年協力したことから、農林水産大臣より感謝
状が贈られました。
　「統計の日（※）」を記念して熊本合同庁舎で行なわれた、
九州農政局主催の「農林水産大臣感謝状伝達式」の中で、５
人には感謝状が贈られました。
※ 統計の日・・・統計の日は、昭和48年７月の閣議了解により、
毎年 10月 18日が「統計の日」と定められました。
　 旧暦明治３年９月 24日に太政官布告が公布された日を太
陽暦に換算した日です。

10月23日（月）農林水産大臣から感謝状

　菊池市赤星で２輪車と４輪車のプラスチック部品の製造を
している九州テイ・エス株式会社（松永隆身社長）から、同
所での創業 30年を記念して、刈払機 10台が市に寄贈され
ました。
　市役所玄関前で行われた贈呈式では、松永社長が「市政発
展のために利用いただければ幸いです」と、10台のうちの
１台を福村市長に手渡しました。
　贈られた刈払機 10台は、現在、菊池市役所本庁で管理さ
れており、市所有の公共施設周辺の除草作業などに活用され
ています。
　寄贈、ありがとうございました。

10月27日（金）
九州テイ・エス（株）が刈払機10台を寄贈

福村市長（右）に刈払機を手渡す松永社長（左）

　首都圏七城会総会が、東京都内のホテルであ
りました。
　総会には、会員 76人が参加し、各郷土会の
統一に向けてのスケジュールなどの議案が審議
され、全会一致で承認されました。
　会場には、菊池川河川敷のコスモスの花が飾
られ、終始なごやかな雰囲気の中、ふるさとの
話などの情報交換が行われていました。
　この会は、会員相互の交流と親睦及び情報交
換を行いながら、ふるさとの活性化に寄与する
ため毎年開催されています。

10月29日（日）
第15回首都圏七城会総会

農林水産大臣から感
謝状が贈られた５人
上段左から、立山さ
ん、堤さん、山下さ
ん
下段左から、葛原さ
ん、田中さん

　宮川健一郎さん（○菊　木柑子）と笠マスエさん（○七　台）が、
平成 18年度社会教育委員連絡協議会表彰を受賞されました。
　この受賞は、６年以上社会教育の仕事に従事された人や、社会
教育における活動の功績が顕著な人に授与されるものです。
　宮川さんは、平成 11年から旧菊池市の社会教育委員として活
動されており、笠さんは、平成 12年より旧七城町の社会教育委
員として活動されてきました。
　２人は現在も菊池市の社会教育委員として活動されており、菊
池市における社会教育の充実・発展に大きく貢献されています。

10月26日（木）
宮川健一郎さんと笠マスエさんが
熊本県社会教育委員連絡協議会表彰を受賞

　隈府小学校で、「隈府小こどもみまもり隊（柴田昭博隊長）」
の発足式がありました。
　これは、子どもたちの登下校の安全を少しでも守れないか
と、PTA会長でもある柴田さんが保護者や地域に呼びかけ
発足したもので、111人の隊員が加入参加しました。
　式では、菊池警察署より「防犯パトロールのポイント」に
ついての講義があり、菊池市の地域づくり推進補助金により
購入した、防犯ベスト・たすき・ステッカーと、菊池警察署
から借用した防犯ベストと帽子が、隊員に配られました。
　今後、隊員たちは、散歩などで防犯ベストを着用し、犯罪
の抑止活動に取り組みます。
　同隊では、より多くの人に協力いただきたいと隊員の募集
をしています。問い合わせは、隈府小学校　☎（25）2197
まで。

10月31日（火）
隈府小こどもみまもり隊が発足

　旭志くらだけ友の会（菊池市子ども会育成協議会旭
志支部）が主催する、親子ビーチボールバレー大会が
旭志体育館でありました。
　ビーチボールバレーを通して、会員相互の親睦を図
り、親子のふれあいを深めることを目的としたこの大
会は、旭志地域内の小学生とその保護者 14チーム（約
200人）が集まり、熱戦が繰り広げられました。
　上位の結果は次のとおりです。
優　勝　川辺A
準優勝　伊萩A
３　位　尾足
３　位　妻越A

11月5日（日）
第10回親子ビーチボールバレー大会

県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
け
た
、

宮
川
健
一
郎
さ
ん
（
左
）
と
笠
マ
ス
エ
さ
ん
（
右
）

隈
府
小
学
校
で
あ
っ
た
隈
府
小
こ
ど
も

み
ま
も
り
隊
の
発
足
式

　菊池市子ども会泗水支部の子ども会大会（キックベース
ボール競技）が泗水グラウンドでありました。
　高学年の部に 15チーム、低学年の部に８チームが参加し、
熱戦が繰り広げられました。地域の皆さんの熱い声援を受け、
子どもたちは元気に楽しくプレーしていました。
　また、田島子ども会が大会初の高学年、低学年W優勝を
達成しました。
　上位の結果は次のとおりです。
高学年の部
　優勝　田島マグネット
　２位　福本一区子ども会
　３位　桜山四区子ども会
　３位　富の原北区子ども会
低学年の部
　優勝　田島ファイヤーハリケーン
　２位　東原団地子ども会
　３位　富出分C
　３位　北住吉子ども会

11月4日（土）
第2回泗水支部子ども会大会で
田島子ども会がダブル優勝

高学年の部で優勝した田島マグネットのメンバー

低学年の部で優勝した田島ファイヤーハリケーンのメンバー

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
首
都
圏
七
城
会
総
会

旭志体育館であった親子ビーチボールバレー大会
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TOPICS国民年金情報 問い合わせ先　市民課市民年金係　☎（25）1111

　国民年金保険料は、税の申告をする際、納めた全
額が社会保険料控除の対象となります。
　社会保険料控除申告の際、国民年金保険料の社会
保険料控除を受けるには、年末調整や確定申告を行
う際に、保険料を支払ったことを証明する書類を添
付することなどが義務付けられました。これは、昨
年の所得税法改正によるものです。
　このため、国民年金保険料を納付した人には、「社
会保険料控除証明書」が社会保険庁から送付されま
すので、年末調整や確定申告を行うまで大切に保管
してください。

送付時期
○ 平成18年１月１日から
　10月２日までに納付した人
　→平成18年11月上旬
○ 平成18年10月３日から
　12月31日までに納付した人
　→平成19年２月上旬

よくある質問Q&A
「社会保険料控除証明書」に記載されている月
分以外の保険料を 12月 31 日までの間に納付

した場合は、今年分として申告できますか。
今年分として申告できます。「社会保険料控除
証明書」に記載されている保険料額に、後から

納付した保険料額を合算して申告してください。な
お、後から納付した保険料分の「領収証書」も添付
又は提示する必要があります。

家族の保険料を納付した場合も申告することが
できますか。
ご家族の国民年金保険料を納付した場合は、納
付した方がその保険料を申告することができま

す。

控除証明書専用ダイヤル
※再発行も受け付けます

☎0570（00）9911
　●開設期間　平成 19年３月 16日（金）まで
　●受付時間　平日の午前９時～午後５時
　※土曜・日曜およびその他の休日を除く

社会保険料控除証明書が発行されます
　旭志くらだけ友の会（菊池市子ども会育成協議会
旭志支部）が主催する、親子ふれあいミニバレー大
会が旭志体育館でありました。
　「ミニバレーを通して親子の絆をより一層深め、
もって青少年の健全育成を図る」の趣旨のもと、旭
志地域内の中学生とその保護者 35チーム（約 230
人）と旭志中学校の先生チームが参加し、熱戦が繰
り広げられました。
　上位の結果は次のとおりです。
優勝（コート優勝）
Aコート　桜ヶ水A、Bコート　桜ヶ水B、Cコー
ト　伊萩A、Dコート　尾足、E コート　高柳B、
F コート　川上A

11月6日（月）
第7回親子ふれあいミニバレー大会

　生涯学習ボランティアの木原美子さん（○菊　高野瀬）が、菊
池北小学校で茶道のボランティア活動を行いました。
　木原さんは、茶道を通して子どもたちに、心優しく人を思い
やる大人に育って欲しいと願い活動を続けておられます。
　子どもたちも、礼儀正しい所作や心で、貴重な日本の伝統文
化を体感していました。

11月7日（火）木原美子さんが
菊池北小学校でボランティア活動
～生涯学習ボランティア紹介シリーズ④～

　緒方有希さん（○菊　栄町）が、このほど台湾である世
界剣道選手権大会の日本代表選手に選ばれ、現在練習を頑
張っています。
　これまでの選考合宿と選考会を経て、10月に日本代表
選手に決定したもので、５人で行う団体戦での出場となり
ます。
　緒方さんは「今回を選手としての最後の大会と考えてい
るので、これまでの成果を出せるように頑張りたいです。
そして、日本の正しい剣道を世界にアピールしたいです」
と意気込みを話されま
した。
　大会は 12 月８日
（金）から台湾・台北
市で行われ、緒方さん
は 12 月５日（火）に
台北入りし、代表選手
との合同練習に入りま
す。市民の皆さんの応
援をお願いします。

緒方有希さんが第13回世界剣道選手
権大会に出場

　下田健大くん（菊池北中３年）と谷川元紀くん（泗
水中３年）の２人が、JOCジュニアオリンピックカッ
プ　第 19回全国都道府県対抗中学バレーボール大会
に出場する、熊本選抜メンバー 12人に選ばれました。
現在、週に数日、夜間と休日の合同練習が熊本市内を
中心とした学校などの体育館であっており、２人は練
習を頑張っています。
　下田くんは「チームのためになって勝ち進み、全国
制覇したいです」と、谷川くんは「自分の役割に専念
し、チーム団結して頑張りたいです」と意気込みを話
してくれました。
　大会は 12月 24日（日）から大阪府で行われます。
市民の皆さんの応援をお願いします。

下田健大くんと谷川元紀くんが第
19回全国都道府県対抗中学バレー
ボール大会に出場
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略
）

小
学
生
の
部

•
最
優
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賞　
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松
智
希

　
（
天
草
市
立
本
渡
北
小
学
校
）

中
学
生
の
部

•
最
優
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賞　

三
原
千
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（
熊
本
市
立
東
町
中
学
校
）

菊
池
市
の
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賞
者
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辺
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池
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中
学
校
）
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）

•
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）

※ 
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作
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）
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前
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に
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ま
す
。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

小学生の部「最優秀賞」若松智希くんの作
品（上）と中学生の部「最優秀賞」三原千
波さんの作品（左）

　平成 19年 10 月から、年金の受け取り方法が変
更されます。変更後の受け取り方法は、口座への振
り込みをご利用ください。
　平成 19年９月までは、今までどおり郵便局窓口
での受け取りとなります。
問い合わせ先　熊本社会保険事務局　年金課
　　　　　　　☎ 096（211）0763

第
17
回
こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん

イ
メ
ー
ジ
は
が
き
コ
ン
テ
ス
ト

審
査
結
果

～年末調整・確定申告まで大切に保管を～

老齢福祉年金を受けている皆さんへ

菊
池
北
小
学
校
で
茶
道
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
す
る
木
原
さ
ん
（
右
）

世界剣道選手権大会に
出場する緒方さん

　生涯学習ボランティアは、随時募集していますので、
皆さんの登録をお願いします。
　また、さまざまな人に登録いただいていますので、ボ
ランティアを希望する場合は、菊池市役所社会教育課（☎
25-1111）まで問い合わせてください。
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ら
で
す
。

　

ま
た
、乾
燥
し
て
冷
た
い
空
気
の
影
響
で
、

の
ど
や
鼻
の
粘
膜
が
弱
っ
て
い
る
こ
と
と
、

年
末
年
始
で
人
の
移
動
が
多
く
な
る
こ
と
な

ど
が
重
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

普
通
の
風
邪
は
ど
う
違
う
の
？

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
よ
く
普
通
の
風
邪
と

誤
解
さ
れ
ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
の
種
類
が
異

な
り
ま
す
。
ま
ず
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
風

邪
と
の
違
い
を
正
し
く
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

普
通
の
風
邪
は「
の
ど
が
痛
む
」、「
鼻
水
」、

「
く
し
ゃ
み
や
咳
が
出
る
」
な
ど
の
症
状
が

中
心
で
、
発
熱
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ほ
ど
高

く
な
く
、
重
症
化
す
る
こ
と
は
め
っ
た
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は「
高
い
熱
」、「
頭
痛
」、

「
関
節
痛
」、「
筋
肉
痛
」
な
ど
全
身
症
状
が

強
く
、
さ
ら
に
気
管
支
炎
、
肺
炎
な
ど
を
併

発
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

ど
う
や
っ
て
う
つ
る
の
？

　

次
の
２
種
類
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

① 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
い
る
患
者

の
く
し
ゃ
み
や
、
咳
の
飛
沫
を
直
接
吸
い

込
ん
で
感
染
す
る
場
合
。

② 

床
な
ど
に
落
ち
た
ウ
イ
ル
ス
が
、
ほ
こ
り

と
と
も
に
舞
い
上
が
っ
て
、
空
気
中
に
た

だ
よ
い
、
そ
れ
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
感
染
す
る
場
合
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

予
防
で
き
る
の
？

　

流
行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
る
ほ
か
、
一

般
的
な
予
防
方
法
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
勧

め
て
い
ま
す
。

①
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る

　

体
力
を
つ
け
抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
で
感

染
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

②
外
出
後
の
手
洗
い
と
う
が
い
の
励
行

　

の
ど
や
手
指
な
ど
身
体
に
付
着
し
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
物
理
的
に
除
去
す

る
た
め
に
有
効
で
す
。
ま
た
、
う
が
い
は
の

ど
の
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す

③
適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
低
温
と
乾

燥
し
た
空
気
を
好
み
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
す

る
と
、
の
ど
の
粘
膜
の
防
御
機
能
が
低
下
し

て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
暖
房
時
は
加
湿
器
な
ど
で
十
分
な
湿

度
（
50
〜
60
％
）
を
保
っ
た
り
、
換
気
に
心

が
け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

④
人
ご
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え
る

　

流
行
時
に
は
、
で
き
る
だ
け
人
ご
み
に
行

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
高
齢
者

や
慢
性
疾
患
を
持
っ
て
い
る
人
、疲
労
気
味
、

睡
眠
不
足
の
人
や
小
さ
い
お
子
さ
ん
な
ど
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
い
る
人
の

咳
や
く
し
ゃ
み
の
飛
沫
か
ら
他
人
に
感
染
す

る
の
を
防
ぐ
効
果
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
、
治
療
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
発
症
後
３
日
間
が
最
も
感
染
力
が

強
い
た
め
、
自
分
の
身
体
を
守
る
だ
け
で
な

く
、
他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
こ
と
も
大
切
で

す
。

　

と
に
か
く
安
静
に
し
て
保
温
に
努
め
、
水

分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
お
茶
や

ス
ー
プ
な
ど
飲
み
た
い
も
の
で
結
構
で
す
。

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
と
は
？

　

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
、
体
内
で
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え
る
薬
で
、
病

気
の
期
間
と
症
状
を
軽
減
す
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
症

状
が
出
た
ら
な
る
べ
く
早
く
使
用
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
人
の
身
体
の
中
で
急
激
に
増
殖
す
る
特

徴
が
あ
る
か
ら
で
す
。
早
期
で
あ
れ
ば
あ
る

程
、
身
体
の
中
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
量
が
少
な
い
の
で
薬
の
効
果
が
上
が
り

ま
す
。

　
「
忙
し
い
」
と
か
「
自
分
は
そ
う
ひ
ど
く

な
ら
な
い
」
な
ど
と
い
っ
て
、
受
診
が
遅
く

な
ら
な
い
よ
う
、
早
め
に
病
院
に
行
っ
て
医

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
情
報
の
入
手
先

•
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/

　

b
u
n
ya
/ke
n
ko
u
/ke
kka
ku
-

　

ka
n
se
n
sh
o
u
0
1
/in
d
e
x.h
tm
l

•
国
立
感
染
症
研
究
所

　

感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://id

sc
.n
ih
.g
o
.jp
/in
d
e
x-j.h

tm
l

健康だより

～ワクチン・手洗い・マスク・うがい～

　インフルエンザは普通の風邪（普通感冒）とはウイルスの種類が異なりま
す。普通の風邪と違い、高熱が出るだけでなく、重症化したり、合併症を引
き起こす恐れのある感染症です。
　インフルエンザにかかると本人が苦しい思いをするだけでなく、周囲の人
に感染したりする原因にもなります。早めの予防を心がけ、万が一かかった
かなと思ったら早めに治療しましょう。

　10月 25日（水）に旭志会場で、10月 27日（金）
に菊池会場で、それぞれ３歳児健診がありました。
歯科検診の結果、むし歯がなかった子どもさんを紹
介します。（敬称略）

歯ッピーキッズ３歳児健診時
「むし歯なし」の子

　甘いものを控えること、歯みがきをすること、歯を強くすること、
定期健診を受けることがむし歯を予防するポイントです。
　これからもむし歯ゼロで頑張りましょう。

青
あお き

木結
ゆう な

菜（○旭  川下）

安
やすたけ

武壮
そうすけ

祐（○旭  伊萩）

前
まえだ

田実
み き

希（○旭  小原）

佐
さとう

藤美
み か

佳（○旭  高永）

松
まつした

下愛
まな と

叶（○旭  津留）

齋
さいとう

藤　叶
かなえ

（○旭  小原）

坂
さかもと

本彩
あや み

美（○旭  妻越）

江
えぐち

口翔
しょうこ

子（○旭  伊萩）

水
みずの

野凜
りん か

香（○旭  伊坂）

旭志会場

健康だより 問い合わせ先　健康推進課

守って防いでインフルエンザ

　市では、次のとおりインフルエンザの予防接種を実施してい
ます。

対象者および接種回数、料金
対象者 接種回数 本人負担額

満 65歳以上の人、満 60～ 65歳未
満であって、心臓・呼吸器などの機
能に重い障害を有する人（身障手帳
１級程度）

１回 1,000 円

満３歳～ 13歳未満の人 ２回 1回あたり
1,500 円

満 13歳～ 65歳未満の人 １回または
２回

1回あたり
1,500 円

※ 本人（未成年は保護者）の意思確認ができない場合は、市が
行う予防接種の対象とはなりません。

接種場所　市の契約医療機関（要予約）
　市の契約する医療機関以外での接種を希望する場合は、事前
（接種予定日の１週間前）に市役所または各総合支所窓口に印
鑑を持参の上、手続きをしてください。

インフルエンザ予防接種
を受けましょう

古
ふるしょう

荘堅
けんせい

靖（○菊  上町）

平
ひらはら

原佳
か の み

希美（○菊  栄町）

菊池会場

梅
うめだ

田　優
ゆう

（○菊  北原）

宮
みやざき

﨑日
ひよ り

和（○菊  北原）

井
い

清
せいしろう

志郎（○菊  立石）

足
あだち

立義
ぎりゅう

龍（○菊  高野瀬）

大
おおむら

村恭
きょうへい

平（○菊  片角）

後
ごとう

藤千
ちは る

遥（○菊  袈裟尾）

賴
よりもと

本松
しょういちろう

一郎（○菊  遊蛇口）

上
かみぞの

園美
み お

央（○菊  菊池佐野）

井
いのうえ

上心
しんかい

海（○菊  野間口）

城
じょう

　充
みつ き

樹（○菊  東原）

佐
さとう

藤響
ひび の

乃（○菊  下長田）

栃
とちはら

原　健
けん

（○七  間所）

いつ頃受ければよいか
　ワクチンの効果が現れるまで約２週間
かかり、約５カ月間はその効果が持続し
ます。
　また、流行は 12月下旬から３月上旬
が中心になります。
　よって、流行期に間に合うよう 12 月
中旬までには接種を済ませましょう。
必ず受けなければならないのか
　予防接種を受けることの義務はなく、
本人が接種を希望する場合のみに行いま
す。
その他
　予診票は医療機関または各総合支所か
ら事前にもらってください。
問い合わせ先　健康推進課健康推進係、
　　　　　　　各総合支所民生課

インフルエンザと風邪はここが違う
インフルエンザ 風　邪

発　 症急激 徐々

初期症状発熱、寒気、頭痛 くしゃみ、鼻水、
のどの乾燥感

主な症状
38度以上の高熱、
筋肉痛や関節痛など
の全身症状、せき

鼻水、鼻づまり、
のどの痛み

感 染 力人から人へ急速に広がる ゆっくりと広がる

合 併 症
肺炎、気管支炎、
乳児のインフルエン
ザ脳症・脳炎

まれ
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新着図書情報

戦国一孤独な男ー山本勘助
童門冬二　著

　孤高・孤独の武田の知将・山本勘助は大組織
をどう生きぬいたのか。理解者である信玄と
ともに、新しい組織を打ち立てていく姿を綴る。
2007 年 NHK大河ドラマ「風林火山」の主人
公の実像に迫る書き下ろし歴史小説。

Kの日々 大沢在昌　著
　消えた身代金、残された恋人の亡骸、事件の鍵を握る謎の女
「K]。彼女は死んだ男を想い続ける聖女か、それとも金に魂を売っ
た悪女か？裏の探偵が、闇に葬られた誘拐事件の真相を追う。

芋たこなんきん　NHK連続テレビ小説 上巻
 丸山智子　ノベライズ、田辺聖子　原案

　花岡写真館の娘・町子は、好物の芋料理「なんばさつま」と
同じくらい小説好きの文学少女。敗戦後、町子は小説家になる
という夢を実現し・・・。NHKの朝の連続テレビ小説「芋たこ
なんきん」のノベライズ。

奸婦にあらず 諸田玲子　著
　うちは若君はんのためだけに生きとお
す・・・。身分違いの一途な恋情を内に秘め、
彼女は大老の「影」となった。幕末を生きた忍
びの女・村山たかの、激しく数奇な生涯を描く。 

水曜日のうそ クリスチャン・グルニエ　作
　おじいちゃんに引っ越したことを悟られまいと、孫娘一家は、
おじいちゃんがやってくる毎週水曜日の正午だけ、以前の家に
戻ることに決めた・・・。お互いがお互いを思って「うそ」を
ついた、優しさに満ちた家族の物語。

マーリー　世界一おバカな犬が教えてくれたこと 
ジョン・グローガン　著

　子育ての練習にと、新婚カップルのジョンとジェニーが引き
取ったクリーム色の仔犬。頭がいいと言われるラブラドール・
レトリーバーなのに、みるみる大きく育って、やんちゃなバカ
犬に・・・。笑えて泣ける、全米ベストセラー。

最　期 藤田まこと　著
　70代になっても第一線を走り続ける藤田まこと。これまで語
らなかった戦死した兄のこと、父の教え、酒、オンナ、芸能界
の友人の秘密、長続きする仕事術、そして死・・・。今すべて
を語り尽くす。

星野道夫　永遠のまなざし
小坂洋右　大山卓悠　著

　クマに深い理解と愛情を持っていたはずのミチオが、なぜヒ
グマに襲われたのか？友人たちが 10年の時をかけ明らかにした
真相は、人間の愚かな行為にあった。ミチオの目指したもの、我々
に問いかけた永遠のメッセージとは・・・。

恋愛不全時代の処方箋 藤田宜永　著
　恋という海に船出したいと思っている人は、難しい顔をしな
いで、美しい風景を楽しみ、充実した航海を楽しんでください。
恋愛がうまくいかないと悩んでいる女性に向けて、恋愛小説の
名手が語る、素敵な恋のつかみ方 !

おんぶにだっこ
さくらももこ　絵と文

　おっぱいをやめた日、指を切ったときの思い
出、乳母車から見た景色、大規模な心配、フラ
ダンスへの想い・・。「幼年期」をテーマに、爆
笑と感動を超えた「まる子」以前の日々を描く
エッセイ集。

泣くなツイ 長谷川集平　作、山本益子　絵
　追い払っても後ろからついてきた子犬を、龍次は飼い主が見
つかるまで家で飼うことにした。名前はツイ。夜、寝るころに
なると悲しそうに遠くに向かって泣くツイに、龍次は毎晩「泣
くなツイ」と声をかけるが・・・。

おおきなかしの木
ジェラルド・ローズ　絵、エリザベス・ローズ　文

　リスの口からこぼれ落ちた、１粒のどんぐり。何百年もの月
日をかけて成長した木の下で、動物たちや人間のさまざまな営
みが繰り広げられる・・・。1000年にわたる木の一生を描いた
絵本。

ともだちおまじない
降矢なな　絵、内田麟太郎　作

　ともだちおまじないって知ってる？ともだち
欲しい人にだけ効く、楽しくてちょいと素敵な
おまじない。５・７・５のリズムにのって、と
なえてみたら・・・。あら不思議、ともだちた
ちまちできちゃうかもよ？ !

ラーバンとラボリーナのクリスマス
ラッセ・サンドべリ　え、インゲル・サンドベリ　さく   
　オヒサマオハヨウ城に住んでいる、おばけのラーバンと妹ラ
ボリーナ、それからパパおばけにママおばけ。クリスマスが待
ちきれない小さなラボリーナは・・・。スウェーデンで愛され
ている、かわいいおばけのお話。

世界のだっことおんぶの絵本
ドゥルガ・バーナード　絵、エメリー・バーナード　文
　文化の異なるさまざまな地域で、人びとはどんなふうに赤ちゃ
んをだっこしているのでしょう？ブラジルの熱帯雨林、北極の
凍った入り江、ネパールの山麓・・・。その答えが見つかる世
界一周旅行へと、子どもたちを連れ出す絵本。

恋する文豪 柴門ふみ　著
　文学を語る上で避けては通れない漱石・鴎外
から村上春樹まで 24作品を月９（げつく）ド
ラマ・冬ソナ・お馴染みのマンガまで、あら
ゆる恋愛ドラマに当てはめ、イラストと笑いを
交えてわかり易く解説。あの名作の堅苦しいイ
メージが吹き飛んで気軽に読んでみたくなるか
も・・・。

憂鬱なハスビーン 朝比奈あすか　著
　東大を卒業、一流企業で働き、弁護士の妻となった凛子。し
かし満ち足りていない。かつての神童「熊沢くん」が現われ、
自らを「Has Been」（かつては何者だったがもう終わってしまっ
た一発屋）だと語る。彼と出会って、自分の本当にほしかった
ものを自問する。

泗水図書館

中央公民館図書室

少し変わった子あります 森　博嗣　著
　職場の後輩が失踪した時、以前、彼が勧めていた風変わりな
料理店の話を思い出した。決まった店員は女将ひとり。格段に
美味しいわけでもなく、毎回違った女性が食事を一緒にしてく
れるという、それだけの店。後輩の手掛かりでも、と訪れるが、
次第に足繁く通うようになり・・・。

図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報 12 月の予定
中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室 泗水図書館

１ 金

２ 土 閉室日

３ 日 閉室日 閉室日 閉室日

４ 月 休館日

５ 火

６ 水

７ 木

８ 金

９ 土

きくちおはな
しのもり
おはなし会
10:30 ～

閉室日
クリスマス会
14:00～

10 日 閉室日 閉室日 閉室日

11 月 休館日

12 火

13 水

14 木

15 金 閉室日

16 土 閉室日
古典を楽しむ会
14:00～

17 日 閉室日 閉室日 閉室日

18 月 休館日

19 火

20 水

21 木

22 金

23 土 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

24 日 閉室日 閉室日 閉室日

25 月 休館日

26 火

27 水

28 木 閉室日

29 金 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

30 土 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

31 日 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

　

少
年
と
、
り
ん
ご
の
木
の

お
話
で
す
。

　

と
っ
て
も
仲
よ
し
だ
っ
た

少
年
と
、
り
ん
ご
の
木
で
す

が
、
少
年
の
成
長
と
と
も
に
、

り
ん
ご
の
木
と
少
年
の
関
係

は
だ
ん
だ
ん
疎
遠
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

だ
け
ど
木
は
い
つ
も
同
じ

場
所
に
い
て
、
た
ま
に
や
っ

て
く
る
少
年
を
今
ま
で
と
同

じ
よ
う
に
歓
迎
し
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
本
を
親
子
関

係
と
重
ね
合
わ
せ
て
読
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
本
を
中
学
校

の
読
み
聞
か
せ
で
、
中
学
生

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
は
、
少
し
ず
つ
親

を
疎
ま
し
く
思
う
時
期
で
も

あ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
親

で
あ
る
私
た
ち
に
も
親
と
し

て
の
在
り
方
を
教
え
て
く
れ

る
本
で
す
。

　

絵
本
な
の
で
、
簡
潔
で
分

か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま

す
。
幅
広
い
年
齢
の
人
が
共

感
で
き
る
本
だ
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
一
度

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

私
の
推
薦

お
お
き
な
木

シ
ェ
ル
・
シ
ル
ヴ
ァ
ス
タ
イ
ン　

作
・
絵

ほ
ん
だ
き
ん
い
ち
ろ
う　
　
　

訳
福
ふくだ

田美
み よ こ

代子さん
（○泗　福本二）

12月９日（土）の午後２時からは
泗水図書館で「クリスマス会」を開催します
　ボランティアグループによるブラックパネルシア
ター「かさこじぞう」などがあります。皆さんの参
加、待ってます。
※  11 月３日（金・祝）の「と
しょかんまつり」には、
たくさんのご来館あり
がとうございました。

（泗水図書館）

漱石忌
　明治～大正時代を代表する作家、夏目漱石は
1867（慶応３）年に生まれました。
　「吾輩は猫である」、「坊ちゃん」、「こころ」など
数多くの名作を残し、1916（大正５）年の 12 月
９日にこの世を去りました。熊本を舞台に書いた『草
枕』、『二百十日』が誕生して今年が 100 年目にあ
たり、県内でもいろいろなイベントが行われていま
す。（中央公民館図書室）

本の寄贈
　読書ボランティアグループの「白ゆり」さんより、
大型絵本を寄贈いただきました。「たまごにいちゃ
ん」、「こすずめのぼうけん」、「もこもこもこ」の３
冊です。菊池市中央公民館図書室に所蔵しています。
保育園・幼稚園・学校などのお話会などで利用でき
ますので、詳しくは問い合わせください。（中央公
民館図書室）

びくびくビリー
アンソニー・ブラウン　さく

　誰にだって心配事はある。が、ビリーは眠
れないほど。ある日おばあちゃんがくれた「心
配引き受け人形」。悩み事を打ち明けるかわ
りに心配してくれるからぐっすり眠れるって。
―中央アメリカのグアテマラに昔から伝わる
ウォリー・ドール。さて、ビリーへの効き目は？

町医北村宗哲 佐藤雅美　著
　江戸・芝神明前の医院はいつも大繁盛。宗哲は腕利きで義理
人情に厚いため、つい厄介な頼み事まで引き受けてしまう。し
かし、訳あって人を斬り、逃亡していた過去を持つ。縁を切っ
たはずの過去が災いとなることも。人々のために奔走する町医
者のいぶし銀の魅力が楽しめる。
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広
報
文
芸
き
く
ち

花
活
け
て
病
室
を
去
る
良し

ょ
う
や夜
か
な 

服
部　

静
子

リ
ス
ト
ラ
と
な
り
て
案か

か

し

山
子
の
納な

や屋
に
在あ

り 

五
丁　

義
昭

散
る
萩
に
触
れ
て
今
年
の
別
れ
か
な 

村
山　

数
恵

カ
ー
テ
ン
は
閉
め
ず
ベ
ッ
ド
に
寝ね

ま
ち
づ
き

待
月 

内
村　

泊
虹

秋あ
き
ざ
く
ら
桜
ピ
ア
ノ
に
彩い

ろ

を
映う

つ

し
を
り 

藤
本
ア
ツ
子

秋あ
き

旱
ひ
で
り

農
夫
な
ら
ず
も
愚
痴
い
く
つ 

藤
本　

邦
治

音
も
な
く
銀
木
犀
の
散
る
夕ゆ

う

べ 

寺
本　

和
子

小
鳥
の
声
ど
の
木
と
も
な
く
神
の
苑 

坂
本
ま
つ
え

風ふ
う
り
ん鈴
を
撫な

で
い
た
わ
り
て
仕
舞
ひい

け
り 

内
村　

鈴
子

あ
け
び
の
実
林
の
中
の
あ
ち
こ
ち
に（

中
一
）
渡
辺　

大
寿

残
念
至
極 

何
べ
ん
見
て
も
次
点
ば
な 

 

好　

茶

残
念
至
極 

核
は
全
然
無
く
な
ら
ん 

 

美　

由

か
す
く
り
寄
せ 

残
飯
ば
か
り
の
さ
る
嫁 

 

水　

光

か
す
く
り
寄
せ 

鍋
の
底
ま
で
光
っ
と
る 

 

乗　

仏

か
す
く
り
寄
せ 

全
財
産
は
こ
れ
っ
き
り 

 

美　

樹

医
者
泣
か
せ 

薬
草
煎
じ
り
飲
み
よ
ら
す 

 

三　

代

区
長
さ
ん 

一
人
暮
ら
し
に
声
か
け
る 

 

五　

女

か
す
く
り
寄
せ 

証
拠
煙
滅
計
ら
し
た 

 

三　

水

虫
の
声
庭
さ
ん
出
た
ら
鳴
き
止
ま
す 

 

英　

坊

手
を
離
れ
落
ち
た
る
音
に
目
覚
め
た
り
癖
な
る
午ご

す
い睡
に
打

撲
の
新
聞 

佐
　々

重
弘

古
稀
す
ぎ
し
我
ら
の
競
技
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
ラ
イ
バ
ル
再

会
闘
志
み
な
ぎ
る 

緒
方　

寛
子

坂
道
を
登
り
つ
つ
ふ
と
躓
き
ぬ
み
づ
か
ら
の
老
思
う
夕
暮

れ 

松
岡
ミ
チ
エ

コ
ス
モ
ス
を
車
窓
に
見
し
妹い

も

吾
訪
ひ
き
後
泣
き
施
設
に
帰

ら
ぬ
と
言
ひ
し 

池
田
カ
ツ
子

早
朝
の
散
歩
に
離
れ
ず
歩
調
合
わ
す
し
ば
し
伴
侶
の
淡
き

半
月 

水
田
紗
陽
子

山
の
端は

に
出
で
た
る
満
月
上
ら
ず
に
我
に
向
こ
う
が
の
錯

覚
に
酔
う 

高
木　
　

精

歯
を
磨
く
我
と
朝あ

さ
げ餉
の
支
度
す
る
妻
と
の
肩
が
ソ
フ
ト
に

触
れ
る 

村
上　

幾
雄

外
灯
を
消
し
忘
れ
し
と
窓
開
け
て
見
れ
ば
西
山
に
名
月
が

照
る 

岩
下
ミ
ツ
エ

専
用
の
舟
で
海
原
突
っ
走
る
目
指
す
イ
ル
カ
の
大
群
に
逢

う 

池
田　

禮
子

日
和
つ
づ
き
新
藁
か
わ
き
匂
い
た
つ 

芹
川
の
り
子

新
藁
の
に
ほ
ひ
ゆ
た
け
し
小
春
日
に 

水
谷　

ミ
ネ

特
攻
に
散
り
し
は
ら
か
ら
返
り
花 
芹
川　

蓉
子

つ
る
べ
落
し
す
と
ん
と
落
ち
て
我
孤
独 
出
田
み
と
り

運
動
会
よ
ち
よ
ち
歩
き
も
走
っ
て
る 

郷　

ミ
ヤ
子

す
ぐ
そ
こ
に
国
後
の
見
ゆ
秋
の
海 

中
尾
ヨ
シ
コ

ネ
バ
ネ
バ
の
オ
ク
ラ
に
パ
ワ
ー
貰
う
日
々 

東　
　

芳
子

刈
り
終
え
て
鎌
を
研
ぎ
終
え
一
礼
す 

中
山　

栄
子

縁
側
の
芒
ゆ
ら
り
と
雲
散
ら
す 

東　
　

由
香

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　

10
月
例
会

肥
後
狂
句
水
笑
会　

10
月
例
会

七
城
短
歌
会　
　
　

10
月
詠
草

旭
志
文
芸
俳
句
会　

10
月
詠
草

燃
え
つ
き
し
蚊
取
線
香
皿
の
上
白
々
と
し
て
渦
巻
き
は
あ

り 

荒
木　
　

幸

蜘
蛛
の
巣
に
か
か
り
し
枯
葉
風
に
揺
れ
蝶
の
舞
ふ
が
に
見

ゆ
る
夕
ぐ
れ 

中
村
ト
メ
子

椋
の
実
の
落
ち
し
公
園
黒
き
実
を
ふ
ふ
め
ば
甘
く
遠
き
日

思
ふ 
北
村　

玉
恵

老
介
護
を
受
け
で
さ
っ
と
逝
き
た
し
と
茶
飲
み
話
し
の
最

後
は
一
つ 

梅
野
か
を
り

「
奥
の
細
道
」
な
ぞ
り
て
書
け
ば
蝉
塚
を
目
指
し
て
行
き

し
旅
と
重
な
る 

山
代　

静
子

嫁
ぎ
き
て
悲
喜
交
々
の
歳
月
を
重
ね
迎
ふ
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚 

小
池
ミ
エ
子

幾
年
を
栗
の
実
共
に
拾
ひ
し
を
笑
顔
残
し
て
妹
逝
き
ぬ

 

中
原　

光
子

君
亡
き
は
夢
の
ご
と
し
も
今
も
な
ほ
歌
ひ
給
ひ
し
み
声
聞

こ
ゆ
る 

氏
岡　

百
枝

菜
園
は
老
夫
の
生
き
甲
斐
朝
夕
を
灌
水
せ
わ
し
早
魃
の
秋

 

宮
本　

幸
子

乾
き
土
に
唐
薯
太
り
掘
り
ゆ
け
ば
紅
色
や
さ
し
孫
に
送
ら

む 

今
坂　

文
子

参
道
の
掃
き
清
め
ら
れ
秋
祭 

茨
木　

幸
子

偲し
の

ば
る
る
夫つ

ま

の
尺

し
ゃ
く
は
ち八
月
の
庭 

松
永　

久
子

名
月
や
こ
こ
ろ
素
直
に
な
り
に
け
り 

中
路　

郁
子

闇
に
火
の
殊こ

と
さ
ら更
赤
し
菊
を
焚た

く 

高
木　

陽
子

初
鴨
に
藻
の
美
し
き
流
れ
川 

鋤
本　

ト
ミ

部
活
着
の
案か

か

し

山
子
並
び
て
学
校
田 

田
中
ひ
さ
子

木も
く
せ
い犀
の
香
り
を
つ
れ
て
風
つ
れ
て 

東　
　

鈴
子

木
犀
の
香
り
が
客
間
引
き
立
て
り 

稲
田　

羚
子

秋
天
に
吸
ひ
込
ま
れ
行
く
我
が
身
か
な 

斉
藤　

貴
恵

校
庭
に
大
樹
十
本
金き

ん
も
く
せ
い

木
犀 

梅
田　

昭
子

病
室
の
空
の
静し

じ
ま寂
を
鳥
渡
る 

光
本
と
よ
い
ち

開
き
た
る
句
帖
を
照
ら
す
今
日
の
月 

小
山　

照
子

強
か
ね
え 

す
べ
て
一
本
勝
ち
だ
っ
た 

小
川　

繁
美

騙
さ
れ
て 

後
の
祭
り
の
保
証
人 

須
藤　

新
生

う
ろ
た
え
て 

転
が
り
落
ち
た
震
度
六 

狩
野　

本
六

強
か
ね
え 

点
滴
だ
け
で
二
十
年 

太
田　

雄
三

う
ろ
た
え
て 

乗
っ
た
ら
逆
に
動
き
だ
し 
高
倉　

新
米

強
か
ね
え 

花
の
区
間
で
ご
ぼ
う
抜
き 
北
村　

竹
刀

今
が
峠 

台
風
の
目
に
は
い
っ
と
る 

田
中　

孝
幸

う
ろ
た
え
て 

荷
は
バ
ス
停
に
置
き
忘
れ 

高
木　

房
枝

空
回
り 

あ
の
国
に
ゃ
何
ン
も
通
じ
ん 

光
堀　

善
教

騙
さ
れ
て 

太
ら
か
し
た
ら
オ
ス
ば
か
り 

藤
由　

藤
紫

う
ろ
た
え
て 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
間
に
合
わ
ん 

窪
田　

明
徳

騙
さ
れ
て 

四
月
馬
鹿
と
は
思
と
ら
ん 

藤
野　

清
子

朝あ
さ

経ぎ
ょ
うの
肩
に
付
き
く
る
秋
の
蚊
を
手
で
払
ひ
つ
つ
読
経
を

つ
づ
く 

増
田
久
美
子

乳
い
ろ
の
液
体
管
に
て
食
む
母
の
今
日
の
夕
餉
よ
な
に
味

な
ら
む 

吉
安　

永
子

利
平
栗
師
に
捧
げ
た
れ
ば
栗
園
の
宣
伝
さ
れ
て
恐
縮
し
居

り 

内
田
つ
ね
代

義
兄
妹
七
人
お
り
し
も
い
ま
三
人
離
れ
離
れ
に
疎
遠
勝
な

る 

大
島　

き
と

虫
の
音
の
声
髙
く
鳴
く
夜
は
更
け
て
星
月
淡
く
大
気
の
澄

め
り 

宮
本　

峯
子

秋
が
来
て
悠
然
と
咲
く
老お

い

桜
倒
れ
し
ま
ま
の
か
た
ち
ま
た

佳
し 

髙
藤
タ
ツ
ノ

供
花
の
菊
葉
は
枯
れ
た
れ
ど
白
も
黄
も
色
を
保
ち
ぬ
御
霊

の
ご
と
く 

長
尾
は
る
み

名
月
と
言
う
も
親
し
き
餅も

ち
つ
き搗
を
確
か
め
に
人
類
は
行
き
て

立
ち
た
り 

中
山　

定
子

今
在
ら
ば
彼
岸
花
愛め

で
い
る
夫つ

ま

な
ら
ん
今
朝
は
供
花
に
と

一
株
手
折
る 

平
嶋
き
く
え

高
齢
者
大
学
文
芸
部　

10
月
歌
会

万
句
の
里
俳
句
会　

10
月
句
会

肥
後
狂
句
桜
会 

例
会
入
選
句
集
よ
り

泗
水
短
歌
会　
　
　

10
月
詠
草

広
報
文
芸
き
く
ち
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

七城総合支所　�（25）1000

旭志総合支所　�（37）3111

泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

　

空
気
が
乾
燥
し
、
風
邪
を
ひ
き
や

す
い
季
節
で
す
。

　

風
邪
を
予
防
し
て
、
元
気
に
こ
の

冬
を
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

予
防
法

①
手
洗
い
や
う
が
い
は
も
ち
ろ
ん
、

歯
磨
き
を
し
て
お
口
の
中
を
き
れ
い

に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

口
の
中
の
歯
周
病
菌
が
多
い
と
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
に
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
歯
が
な
く
て
も

（
入
れ
歯
だ
け
の
人
で
も
）
口
の
中

に
は
、
た
く
さ
ん
の
細
菌
が
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
特
に
正
し
い
歯
磨

き
と
、
入
れ
歯
の
お
手
入
れ
が
必
要

で
す
。

②
お
口
の
中
が
乾
燥
し
て
い
る
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
に
感
染
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

乾
燥
や
感
染
予
防
に
、
マ
ス
ク
を

す
る
こ
と
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
特

に
乾
燥
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
マ
ス
ク

に
緑
茶
を
吹
き
付
け
湿
ら
せ
た
物
を

使
用
す
る
の
が
有
効
で
す
。

　

お
茶
に
含
ま
れ
る
カ
テ
キ
ン
に
は

殺
菌
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

外
出
時
は
も
ち
ろ
ん
、
就
寝
時
の

マ
ス
ク
の
着
用
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
「
何
か
喉の

ど

が
お
か
し
い
な
？
」
と

思
っ
た
時
に
も
試
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
お

口
の
乾
燥
を
和
ら
げ
ま
す
。

③
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
上
手
に
取
る
こ
と

も
、
風
邪
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

上
手
に
摂
取
す
る
こ
と
で
免
疫
力

を
高
め
、
風
邪
や
そ
の
他
の
感
染
症

の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
不
足
す
る
と
、
歯し

肉に
く

炎え
ん

や
歯し

周
し
ゅ
う

病び
ょ
う、
関か
ん

節せ
つ

炎え
ん

な
ど
の

症
状
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
課

効　

果

•
胸
と
背
中
の
筋

肉
が
伸
ば
さ
れ

ま
す
。

•
肩
こ
り
の
予
防

と
軽
減
に
つ
な

が
り
ま
す
。

•
胸
を
広
げ
る
こ

と
で
、
呼
吸
が

し
や
す
く
な
り

ま
す
。

•
姿
勢
が
よ
く
な
り
ま
す
。

き
く
筋

　

大
胸
筋
（
胸
の
筋
肉
）、
僧
帽
筋
・

広
背
筋
（
背
中
の
筋
肉
）

注
意
点

•
あ
ぐ
ら
か
正
座
の
ど
ち
ら
か
楽
な
方

で
行
い
ま
す
。

•
お
へ
そ
を
前
に
出
す
よ
う
に
、
骨こ
つ

盤ば
ん

を
ま
っ
す
ぐ
に
し
ま
す
。

•
胸
は
で
き
る
だ
け
張
り
ま
し
ょ
う
。

•
肘ひ
じ

は
で
き
る
だ
け
伸
ば
し
ま
す
。

•
伸
ば
し
た
手
と
腰
が
一
直
線
に
な
る

よ
う
に
心
が
け
ま
す
。

※
「
長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
指
導
者
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
抜
粋

体
操
を
無
理
な
く
行
う
た
め
に

•
血
圧
の
高
い
人
や
安
静
時
の
脈
拍
の

多
い
人
、
運
動
を
制
限
さ
れ
て
い
る

人
は
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。

•
ど
う
き
・
息
切
れ
が
あ
っ
た
り
、
体

調
不
良
の
時
は
、
休
み
ま
し
ょ
う
。

•
必
ず
準
備
体
操
、
整
理
体
操
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

•
痛
み
が
強
く
な
ら
な
い
程
度
で
行
い

ま
し
ょ
う
。

•
適
度
な
休
憩
や
水
分
を
取
り
な
が
ら

行
い
ま
し
ょ
う
。

体
操
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に

•
必
ず
大
き
な
声
で
数
を
数
え
ま
し
ょ

う
。

　
（
息
を
止
め
て
行
う
と
血
圧
が
上

が
っ
た
り
、
疲
れ
が
残
り
や
す
く
な

り
ま
す
。）

•
無
理
を
し
な
い
範
囲
で
行
い
ま
す
。

•
動
い
て
い
る
（
伸
ば
し
て
い
る
、
力

を
い
れ
て
い
る
）
筋
肉
を
意
識
し
て

行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
課

●ＢＣＧ
と　き　12月 14日（木）
　　　　午後１時 30分～午後２時 
ところ　菊池市文化会館
対象者　生後３カ月以上６カ月未満の
　　　　乳児

12月の予防接種
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

　月：今年のインフルエンザ
　火：手のふるえ
　水：耳鼻科で行うレーザー治療
　木：歯科10月改定に関して
　金：お年寄りの皮膚のかゆみ
土日：「性のこと考えよう」
　　　シリーズ⑭
　　　性交は必要か

12月の　　　　　健康情報
☎096（385）3300 （24時間）

モシモシモシモシモシモシ

　

今
回
は
、
11
月
１
日
（
水
）
に
花

房
支
館
で
あ
っ
た
「
花
房
地
区
の
ふ

れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
の
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
日
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

花
房
小
学
校
５
年
生
と
の
交
流
会
が

企
画
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

活
き
活
き
と「
自
分
の
孫
の
よ
う
に
」

子
ど
も
た
ち
と
ゲ
ー
ム
や
歌
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
お
孫
さ
ん
と
同
居
し
て

い
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
日
を
楽
し

み
に
待
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

帰
り
に
は
、
参
加
者
と
児
童
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
握
手
を
し
、
児
童
た

ち
か
ら
は
、「
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
」

や
「
時
間
が
早
く
過
ぎ
た
よ
」、「
楽

し
か
っ
た
よ
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

児
童
が
帰
っ
た
後
の
昼
食
会
は
、

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
「
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
」
の
皆
さ
ん
の
手
料
理
に
よ

る
食
事
が
準
備
さ
れ
ま
し
た
。
準
備

の
合
間
に「
孫
」、「
３
６
５
歩
の
マ
ー

チ
（
替
え
歌
・
健
康
バ
ー
ジ
ョ
ン
）」、

「
お
座
敷
小
唄
（
替
え
歌
・
認
知
症

防
止
バ
ー
ジ
ョ
ン
）」を
歌
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
楽
し
く

食
事
を
取
り
、
午
後
１
時
に
終
了
し

ま
し
た
。

　

こ
の
地
区
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
月

１
回
の
開
催
で
す
が
、
お
友
達
と
の

お
し
ゃ
べ
り
や
い
ろ
ん
な
企
画
の
お

か
げ
で
、
皆
さ
ん
伸
び
伸
び
と
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
地
区
社
協
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
や
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力
で
こ

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
地
域
が

18
カ
所
あ
り
ま
す
。

　

保
育
園
児
と
の
交
流
や
健
康
教
室
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
食
事
会
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
企
画
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
や
空
き
店
舗
な
ど
を
利
用

し
た
地
域
で
の
福
祉
活
動
は
、
超
高

齢
者
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
大
変

重
要
な
事
業
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
人

た
ち
で
作
る
地
域
福
祉
活
動
を
全
市

の
地
域
で
行
え
る
よ
う
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
と
も
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
課

　

高
齢
者
を
１
年
以
上
在
宅
介
護
し

て
い
る
家
族
の
人
に
対
し
て
、
介
護

す
る
人
の
精
神
的
負
担
や
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
目
的
と
し
て
、
在
宅

高
齢
者
等
介
護
者
手
当
を
支
給
し
ま

す
。

　

受
給
資
格
・
支
給
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支

援
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
給
資
格

　

介
護
保
険
制
度
で
、
要
介
護
４
ま

た
は
５
に
相
当
す
る
市
町
村
民
税
非

課
税
世
帯
の
在
宅
の
高
齢
者
が
、
昨

年
の
10
月
２
日
か
ら
今
年
の
10
月
１

日
ま
で
の
１
年
間
に
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
（
年
間
１
週
間
程
度
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
利
用
を
除
く
）
を
受
け

な
か
っ
た
人
。

支
給
額

　

要
介
護
者
１
人
に
つ
き

　

年
額
12
万
円

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
課

 

シ
リ
ー
ズ
④ 

こ
ん
に
ち
は「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
す

お
口
の
健
康
シ
リ
ー
ズ
④

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

風
邪
の
予
防
法

地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

両
手
を
組
み
、
胸
を
張
り
、
天
井

に
向
か
っ
て
伸
ば
し
ま
す
。

大
き
な
声
で
10
数
え
ま
す
。
こ
れ

を
２
回
行
い
ま
す

さ
あ
、
始
め
よ
う
!

長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操

シ
リ
ー
ズ
③

「
胸
と
肩
」

花房小学校5年生との交流会

※ 口座振替を利用している人は、12
月 25日（月）に振替を行いますの
で、残高の確認をお願いします。

●国民健康保険税第6期
●市県民税第4期

12月の「税」の納期限
問い合わせ先　税務課

　平成18年工業統計調査を、12月 31日（日）現在で行います。
　工業統計調査は、製造業を営むすべての事業所を対象として、
その活動実態を明らかにすることを目的としています。
　調査の実施に当たっては、今年 12月から来年１月にかけて
調査員がお伺いします。
　なお、調査票に記入していただいた内容は、統計法に基づき
秘密が厳守されますので、正確な記入をお願いします。
問い合わせ先　情報企画課統計調査係

　農業委員会では、毎年１月１日を基準日
として、農業委員選挙人名簿の作成をしな
ければなりません。
　そこで、該当者あてに登載申請書を配布
しますので、１月 10日までに提出をお願
いします。
　区長さんに取りまとめをお願いする予定
ですが、その際、個人情報保護のため封筒
を利用されても結構です。
　ご協力、よろしくお願いします。
該当者
•菊池市に住所のある 20歳以上の人。
•  10a 以上の農地を 60 日以上耕作して
いる人。

問い合わせ先　農業委員会

１月10日（水）までに
「菊池市農業委員選挙人名簿

登載申請書」
の提出をお願いします

製造業事業所の皆さんへ統計調査にご協力ください

ご
存
知
で
す
か
?

家
族
介
護
慰
労
事
業
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

と　

き　

12
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容

　

人
形
劇
や
楽
し
い
手
遊
び
な
ど

申
し
込
み
方
法

　

12
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
、
次
ま

で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
24
）
３
４
７
２

　

渋
江
松
石
（
公
正
）
は
、
紫
陽
の

養
嗣
子
と
な
り
、
紫
陽
に
学
び
ま
し

た
。
松
石
は
、
特
に
地
理
に
精く

わ

し
く
、

宗
伝
次
と
と
も
に
菊
池
氏
の
顕
彰
の

さ
き
が
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

松
石
は
、
家
塾
「
星せ

い

聚し
ゅ
う

堂ど
う

」
を

開
き
、
そ
の
門
弟
は
四
百
余
人
に
及

び
、
肥
後
藩
に
用
い
ら
れ
た
隈
府
町

の
桑く
わ

満み
つ

伯は
く

順じ
ゅ
ん（
侍
医
、
再
春
館
訓

導
）・
葉は

室む
ろ

黄こ
う

華か

（
中
小
姓
、
藩
侯

侍
講
）・
町
野
鳳
陽
（
侍
医
、
再
春

館
訓
導
）、山
鹿
郡
の
池
辺
丹
陵
（
時

習
館
助
教
）・
熊
本
の
山
室
宗
全
（
侍

医
、
外
医
長
）
な
ど
が
い
ま
し
た
。

　

松
石
の
著
作
に
は
、
寛
政
六

（
一
七
九
四
）
年
に
『
菊
池
風
土
記
』

や
享

き
ょ
う

和わ

元
（
一
八
〇
一
）
年
に
『
肥ひ

後ご

郷ご
う

名め
い

考こ
う

』、『
洙し

ゅ

泗し

正せ
い

旨し

』・『
古こ

学が
く

規き

』・『
儀ぎ

礼れ
い

凡は
ん

例れ
い

考こ
う

纂さ
ん

』
な
ど
が
あ

り
、「
永え
い

青せ
い

文
庫
」
に
所
収
さ
れ
た

著
作
も
あ
り
ま
す
。

　
『
菊
池
風
土
記
』
は
、
天
和
元

（
一
六
八
一
）
年
に
死
去
し
た
宗そ

う

善ぜ
ん

右う

衛え

門も
ん
の

尉じ
ょ
う

重し
げ

次つ
ぐ

著
『
菊
池
温
故
』

を
底
本
に
、『
肥
後
国
誌
』
な
ど
に

よ
っ
て
増
補
し
た
も
の
で
、『
菊
池

温
故
』
と
と
も
に
、
江
戸
期
の
菊
池

を
知
る
上
で
、
重
要
な
古
文
書
で
す
。

　
『
肥
後
郷
名
考
』
は
、
平
安
中
期

の
源
み
な
も
と
の

順
し
た
が
う

編
の
『
倭わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ
う

鈔し
ょ
う』

に
あ
る
「
肥
後
国
」
の
「
郷
名
」

を
考
察
し
た
も
の
で
、
菊
池
郡
の
九

郷
の
地
名
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
特
徴

は
、
地
名
の
漢
字
を
「
か
な
」
に
直

し
て
考
え
、「
同ど

う

行ぎ
ょ
う

通つ
う

音お
ん

」
や
「
同ど

う

段だ
ん

横お
う

音お
ん

」
を
重
視
し
た
こ
と
で
す
。

例
え
ば
こ
の
地
域
は
、
も
と
も
と

「
久く

く々

知ち

」
と
い
い
、「
鞠
智
」
の
漢

字
を
当
て
、（
く
↓
き
）の
転
音
で「
き

く
ち
」、「
菊
池
」
の
漢
字
を
あ
て
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
『
肥
後
郷
名
考
』
は
、
国
学

者
本も
と

居お
り

宣の
り

長な
が

の『
地
名
字
音
転
用
例
』

よ
り
も
、
論
理
的
で
レ
ベ
ル
の
高
い

考
察
で
あ
り
、
今
日
の
地
名
研
究
の

さ
き
が
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責
）
社
会
教
育
課
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堤　

克
彦

渋し
ぶ

江え

松し
ょ
う

石せ
き（

公
正
）

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
⑤

　

私
た
ち
の
学
校
で
は
、
11
月
に
学

習
発
表
会
が
あ
り
ま
す
。
１
年
生
の

時
、
私
は
水
俣
病
の
事
に
つ
い
て
勉

強
し
発
表
し
ま
し
た
。
水
俣
に
住
ん

で
い
る
だ
け
で
、
い
じ
め
ら
れ
た
り
、

自
分
の
子
ど
も
が
水
俣
病
だ
か
ら

差
別
に
あ
っ
た
り
し
て
い
る
事
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

私
も
人
を
い
じ
め
た
経
験
が
あ
り

ま
す
。
私
は
、
そ
の
時
、
そ
の
子
の

事
を
お
と
な
し
く
て
し
ゃ
べ
り
づ
ら

く
て
暗
そ
う
だ
な
ぁ
、
ち
ょ
っ
と
気

持
ち
悪
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
友
達
と
２
人
で
無
視
し

た
り
し
て
、
い
じ
め
を
し
ま
し
た
。

　

今
思
え
ば
、
な
ん
で
そ
ん
な
勝
手

に
思
い
込
ん
で
、
い
じ
め
た
り
し
た

ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

い
じ
め
た
子
は
、
友
達
に
相
談
し

て
、
先
生
に
言
っ
て
話
し
合
い
に
な

り
ま
し
た
。
で
も
、
話
し
合
い
で
友

達
と
く
い
違
い
が
あ
っ
た
り
し
て
涙

を
流
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

差
別
や
い
じ
め
は
、
そ
の
人
の
事

を
ち
ゃ
ん
と
理
解
せ
ず
、
勝
手
に
思

い
込
み
を
し
て
い
る
か
ら
、
出
来
る

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
出
来

事
が
あ
っ
た
か
ら
、
も
う
、
差
別
や

い
じ
め
は
し
な
い
と
心
に
決
め
て
い

ま
す
。

　

今
は
、
い
じ
め
た
子
と
仲
良
く

な
っ
て
、
今
で
も
、
よ
く
し
ゃ
べ
っ

て
い
ま
す
。
今
は
、
そ
の
子
の
事
を

明
る
く
て
お
も
し
ろ
い
子
だ
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
後
悔
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
み
ん
な
の
事
を

ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て
、
い
じ
め
を
見

抜
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

て
行
動
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、
自
分
の
心
を
信
じ
て
、
が
ん

ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
を
い
じ
め
た
経
験
か
ら

学
ん
だ
こ
と

泗
水
中
２
年 

永
田　

紗
梨 ⑲

渋江松石の著作

す
く
す
く
ク
ラ
ブ
（
座
・
ま

り
あ
）
を
開
催
し
ま
す

　

こ
の
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
に
食

の
大
切
さ
や
、
調
理
の
基
本
を
学
ん

で
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る

力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

と　

き　

12
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

　

旭
志
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　
（
旭
志
公
民
館
）

内　

容　

お
ひ
る
ご
は
ん
を
つ
く
ろ

う
！
（
お
や
こ
ど
ん
ぶ
り
）

対
象
者　

市
内
小
学
生

定　

員　

15
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
費　

２
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
し
込
み
方
法

　

旭
志
分
室
教
育
課
へ
直
接
、
ま

た
は
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
「（
23
）

３
０
７
７
」
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

旭
志
分
室
教
育
課

土
曜
体
験
教
室

「
子
ど
も
料
理
教
室
」

〜
ひ
と
り
で
で
き
る
も
ん
〜

を
開
催
し
ま
す

わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより 問い合わせ先　菊池市文化会館
　�（24）1101

熊日写真教室講師　吉岡功治
期間：12月5日（火）～12月17日（日）
　白黒写真、全四倍、30点を展示。日本写真協
会賞新人賞受賞作品である「光の記憶」を熊本県
内で初公開します。ぜひ、ご覧ください。
※ 会期中の 15日（金）は、会場で特別講座「光の読み方、
作り方」を開きます。自由にご参加ください。

吉岡功治写真展
「光の記憶」――モノクロの世界

　まちづくり寄合所１階ギャラリーでは、出展す
る人を募集しています。個人やクラブ・サークル
活動で作った作品などを多くの人に見てもらいま
せんか？もちろんプロの人も大歓迎です。
　また、２階和室は、文化活動の発表やまちづく
りに関する活動の場として誰でも利用できます。

わいふ一番館（まちづくり寄合所）
で出展してみませんか？

　西部市民センターでは、市民
一人一人が人権問題について、
理解を深め自らの意識を見つめ
直し、自らを啓発していく事を
目的に、講演会を開催します。
　市民の皆さんの多数の参加を
お待ちしています。
と　き
　12月 11日（月）
　午後７時～
ところ　西部市民センター
講　師　熊本県立大学
　　　　　石橋敏郎　先生
演 　題　女性をだいじにせんと
よか老後はおくれんばい
問い合わせ先
　西部市民センター
　☎（25）2627

菊池支部
役　職 地区名 行政区名 推進員氏名
支部長 菊　池 野間口 石原　國博
副支部長 河　原 中　原 原川　欣二
副支部長 水　迫 永　山 井上　弘一
理　事 隈　府 高野瀬 倉永　定義
理　事 水　源 原細永 田﨑　輝雄
理　事 龍　門 龍門１ 中峰　嘉伸
理　事 迫　間 篠　倉 東　　順一
理　事 花　房 花房台 池邉　義一
理　事 戸　崎 甲森北 西岡　　公

七城支部
支部長 七　城 林　原 田代　幸雄
副支部長 七　城 山　崎 石本　利治
副支部長 七　城 五　海 東　　碩美
旭志支部
支部長 旭　志 高　柳 稲葉五十三
副支部長 旭　志 伊　萩 安武　國登
副支部長 旭　志 伊　坂 中尾　悦郎
泗水支部
支部長 泗　水 福本二 黒木公一郎
副支部長 泗　水 南住吉 平島　久徳
副支部長 泗　水 泗水佐野 安武　哲之

役　職 旧市町村 行政区名 推進員氏名
会　長 菊　池 野間口 石原　國博
副会長 七　城 林　原 田代　幸雄
副会長 旭　志 高　柳 稲葉五十三
副会長 泗　水 福本二 黒木公一郎

平成 18年度人権週間

「人権啓発講演会」 
入　場　無　料

　菊池市にある 211 の行政区のほとんどに、自治公民館

（類似施設を含む）があり、自治公民館長がいます。

　自治公民館は「住民自治の場であり、教育と生活の接点

である」と言われています。

　また、地域住民の学習・生活の関連施設としての機能を

持っていて、人づくり・地域づくりの拠点施設でもありま

す。

　合併以前から旧菊池市以外には、協議会が組織され、活

動がなされていましたが、このたび菊池支部が組織され、

11月１日（水）に、菊池市自治公民館活動推進員連絡協

議会が設立されました。

　今後、自治公民館が「集まる」、「学ぶ」、「つなぐ」、そ

して「育て、高める」ことにより、更なる生涯学習施設と

して活用されるよう、この協議会の活動が期待されます。

　今年、８月～９月にかけて募集した「夫婦の手紙・絵手紙」の応
募作品を展示しています。
　皆さんのお越しを、お待ちしています。
と　き　12月 25日（月）まで
　　　　午前９時～午後６時
ところ　菊池夢美術館
問い合わせ先
　菊池夢美術館　☎（23）1155

菊池市自治公民館
活動推進員連絡協議会
が設立されました

協議会役員

各支部役員

口に出しては言えない日頃の感謝の想いを込めて・・・

夫婦の手紙・絵手紙作品展
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

※夫婦＋子ども2人の場合、子どものうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※この住民税は所得割に係るもので、このほかに均等割（年額 4,500 円）が加算されます。
★このモデルケースはあくまでも税源移譲による負担変動を表したものであり、平成１９年から定率減税が廃止されるなどの影響があることに
ご留意ください。

※子どものうち、１人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※この住民税は、所得割に係るもので、このほかに均等割（年額 4,500 円）が加算されます。

税源移譲以外の変更点
　平成 11年から、景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されていた、
定率減税が廃止されます。
　所得税は、平成 19年 1月分、住民税は平成 19年 6月分からです。

定率減税が廃止されます
　ほとんどの皆さんは、１月分から所得税が減り、
そのぶん６月分から住民税が増えることになります。
　しかし、税源の移し替えなので、「所得税+住民税」
の負担は基本的には変わりません。

　「地方のことは地方で」という方針のもと、地方分権を積極的に進
めていく「三位一体改革」が実現します。
　その柱といえるのが、今回の「税

ぜい

源
げん

移
い

譲
じょう

」です。税源移譲では、所
得税（国税）と住民税（地方税）の税率を変えることで、国の税収が
減り、地方の税収が増えることになります。
　およそ３兆円の税源が、国から地方へ移譲されます。

　税源移譲によって、地方は必要な
財源を直接確保できるようになりま
す。これにより、住民はより身近で、
よりよい行政サービスを受けられる
ようになります。

平成19年から税源移譲により、所得税と住民税の税率が変わります

何が変わるの？ どう変わるの？

平成19年から

あなたの所得税・住民税が変わります
問い合わせ先　税務課市民税係、各総合支所総務振興課税務係
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12月の行事予定

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

12月３日
宮原内科皮フ科医院 菊陽町 096（232）8383 ちが産婦人科医院 菊陽町 096（232）9131

川口病院 菊池市 （25）2230 たかはし歯科医院 菊池市 （38）5199

10日

みやの小児科 合志市 096（248）5800 堀田眼科 菊陽町 096（292）3455

山縣医院 大津町 096（293）4430 中山歯科医院 菊池市 （38）2401

田中医院 菊池市 （38）7070

菊池 七城 旭志 泗水

１ 金
６・７カ月児健診（七城と合同）
13：10～13：30
七城多目的研修センター

６・７カ月児健診（菊池と合同）
13：10～13：30
七城多目的研修センター

２ 土
クリスマスとお正月飾りを作ろ
う（小学生対象）
10：00～　西部市民センター

３ 日

４ 月 健康相談　9：30～10：30
泗水総合支所

５ 火

「人権擁護委員、行政相談委員、
弁護士」相談所開設
9：30～12：30
菊池市中央公民館２階

３・４カ月児健診
13：30～14：00　泗水公民館

特設人権相談所開設　10：00～15：00　菊池市中央公民館、七城公民館　、旭志老人憩いの家､泗水地域福祉センター

６ 水 すくすくクラブ
10：30　西部市民センター

１歳６カ月児健診
13：30～14：00
旭志老人憩いの家

７ 木 ６・７カ月児健診
13：30～14：00　泗水公民館

８ 金
９ 土 菊池市まちづくり人権フェスティバル　10：00　文化会館
10 日

11 月

育児相談　9：30～10：30　西部市民センター
健康相談
9：30～10：30　健康相談室
３・４カ月児健診（七城と合同）
13：10～13：30
七城多目的研修センター

行政相談　9：00～12：00
七城多目的研修センター
３・４カ月児健診（菊池と合同）
13：10～13：30
七城多目的研修センター

12 火

育児教室　9:30～10:00　旭志老人憩いの家
社会保険出張相談所開設　10:00～15:00　菊池市中央公民館

３・４・６・７カ月児健診
13：30～14：00
旭志老人憩いの家

13 水 すくすくクラブ（座・まりあ）
10：30　西部市民センター

３歳児健診　13：30～14：00
七城多目的研修センター

14 木
アットホーム「マタニティ」（母親学級）　13：15～13：30　菊池市中央公民館

BCG予防接種
13：30～14：00　文化会館

15 金
１歳６カ月児健診
13：10～13：30　文化会館

男女共同参画専門委員相談　13:30～16:30　文化会館
16 土

　

こ
の
計
画
は
、
国
土
利
用
計
画
法

第
８
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
長
期
に

わ
た
っ
て
安
定
し
た
均
衡
あ
る
土
地

利
用
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
菊
池
市
の
区
域
に
お
け
る
土
地

の
利
用
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を

定
め
た
計
画
で
す
。

　

内
容
は
、
菊
池
市
役
所
企
画
振
興

課
企
画
調
整
係
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.kiku

c
h
i.

ku
m
a
m
o
to
.jp

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
振
興
課
企
画
調
整
係

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
桜
山
七

区
（
倉
庫
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用

具
、
机
、
椅
子
、
掲
示
板
な
ど
）
と

村
吉
区
（
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
掃
除

機
、
防
球
ネ
ッ
ト
な
ど
）
に
備
品
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
費
を
財
源
と

し
て
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
助
成
決
定
を
行
う
も
の
で
、
今
後

の
両
区
の
益
々
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
振
興
課
地
域
振
興
係

　

就
職
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
で
講

習
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

申
込
資
格
は
、
必
ず
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

内　

容

•
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎

　

平
成
19
年
１
月
24
日
（
水
）
〜
２

月
６
日
（
火
）
の
昼
間
。
社
会
保
険
・

給
与
税
務
・
実
践
簿
記
。

•
パ
ソ
コ
ン

　

平
成
19
年
２
月
７
日
（
水
）
〜

３
月
14
日
（
水
）
の
昼
間
。
初
心

者
を
対
象
と
し
た
表
計
算
ソ
フ
ト

「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
」
の
講
習
。

　

パ
ソ
コ
ン
表
計
算
３
級
の
検
定
試

験
を
実
施
。

受
講
料　

無
料

※
教
材
費
・
検
定
料
は
別
途
必
要

定　

員

•
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎　

30
人

•
パ
ソ
コ
ン　
　
　

20
人

※
選
考
に
よ
り
受
講
者
を
決
定

託　

児　

２
歳
〜
就
学
前
ま
で
あ
り

申
し
込
み
方
法　

12
月
19
日
（
火
）・

20
日
（
水
）
の
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
の
間
に
、
パ
レ
ア
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

パ
レ
ア
し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
４
３
０
９

防犯の窓防犯の窓防犯の窓シリーズ 1919
銃刀法が改正されました
　今年の８月 21日に「準空気銃」の所持を禁止する、
改正銃刀法が施行されました。
　「準空気銃」とは、エアガンなどの圧縮した気体を
使用して弾丸を発射できる銃のうち、人に傷害を負
わせることができる威力を有する銃のことです。
　現在新たに「準空気銃」を手に入れたり、今年
８月 21日以前に「準空気銃」を所持していた人が、
平成 19年２月 20日までに「準空気銃」を廃棄する
などの措置を取らなかった場合は、不法所持となり、
１年以下の懲役または 30 万円以下の罰金刑に処せ
られることになりますのでご注意ください。
　趣味でエアガンなどを所持している人で、今持っ
ているエアガンなどの威力が強く、「準空気銃」では
ないかと思うときは、まず、菊池警察署までご相談
ください。
問い合わせ先
　菊池警察署生活安全係　☎（24）0110

「
菊
池
市
国
土
利
用
計
画
」

が
で
き
ま
し
た

宝
く
じ
助
成
事
業
で
、
桜
山
七

区
（
泗
水
）
と
村
吉
区
（
泗
水
）

に
備
品
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

桜山七区に整備された倉庫（下）と
村吉区に整備された防球ネット（右）

12
月
の
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

心
配
ご
と
相
談

日
程
・
場
所

７
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

14
日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

21
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

28
日
（
木
）
旭
志
老
人
憩
い
の
家

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

法
律
相
談
（
要
予
約
。
早
め
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

日
程
・
場
所

　
　

７
日
（
木
）

　
　
　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

弁
護
士
・
相
談
員

日
程
・
場
所

　

15
日
（
金
）

　
　

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

弁
護
士
・
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

• 

七
城
支
所
（
七
城
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー
）　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
老
人
憩
い
の
家
）

☎
（
37
）
３
７
０
８

• 

泗
水
支
所
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
）　
　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
・
パ
ソ
コ
ン

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
（
表
計
算
３
級
）

受
講
者
募
集

対象治療法　体外受精および顕微授精
給付内容　1年度につき上限 10万円
助成期間　通算「２年度」から「５年度」へ拡大
助成対象者　体外受精および顕微授精以外の治療法で
は、妊娠の可能性がないと医師に診断された県内（熊
本市を除く）に住む戸籍上の夫婦。
※平成 18 年度は、治療終了日が平成 18 年４月１日
～平成19年３月 31日の人が対象です。平成19年
３月末までに必ず申請してください。
所得制限　あり
※夫婦合算した所得額が 650万円未満
指定医療機関　県保健所に問い合わせてください。
申請方法　治療終了後、県保健所に備えてある申請書
と受診証明書に、住民票、戸籍謄本または外国人登
録原票記載事項証明書、夫婦の所得証明書を添えて、
最寄りの保健所へ提出してください。
問い合わせ先
　菊池保健所保健予防課　　☎（25）4155
　熊本県健康づくり推進課　☎ 096（333）2209

熊本県特定不妊治療費
の助成期間が延長されました
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　菊池市隈府の「ひだまり」、泗水町の「あいあい」に続いて、10月１日から七
城町にもつどいの広場「ひなたぼっこ」が開所しました。
　つどいの広場は、主に乳幼児とその保護者の皆さんが自由にのんびりつどえ
る場所です。お母さんだけでなく、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんのお
越しも大歓迎です。
　子育て経験のあるスタッフがお待ちしています。お気軽にお越しください。
利用時間　月曜日～金曜日
　　　　　（土・日・祝日は休み）
　　　　　午前９時～午後４時
場　　所　菊池市七城町甲佐町1457番地
　　　　　七城多目的研修センター内
利用対象　乳幼児とその保護者
　　　　　（妊婦さんも大歓迎）
問い合わせ先
　つどいの広場「ひなたぼっこ」
　☎090（8916）4666

菊池市役所（本庁）は、環境管理の国際規格「ISO14001」を認証取得しています

菊池市情報企画課
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL 0968（25）1111
FAX 0968（25）5720
ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
市長メール　mayor@city.kikuchi.kumamoto.jp
行政メール　kouhou@city.kikuchi.kumamoto.jp

発行・編集

敷島印刷株式会社
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■人口：52,647人 （+5）

　男性：25,226人 （+12）

　女性：27,421人 （-7）

■世帯：17,383世帯 （+9）

本文は古紙配合率 100％
再生紙を使用しています

平成18年12月１日号 編
集
後
記

編
集
後
記

10月末の人の動き
（対前月比）

　

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
買
い

物
を
し
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
も
ら

い
使
用
す
る
レ
ジ
袋
。
作
る
と
き
や

ご
み
と
し
て
処
分
す
る
と
き
に
、
費

用
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
考

え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

さ
す
が
に
ジ
ュ
ー
ス
１
本
で
、
レ

ジ
袋
を
も
ら
う
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
た
こ
と

も
な
か
っ
た
。

　

早
速
、
車
に
ひ
と
つ
置
い
て
お
こ

う
と
、
自
宅
で
使
用
し
て
い
な
い

バ
ッ
グ
を
探
し
た
。

菊

　「ハッピー・バースデイ」では、平成19年４月まで
に誕生日を迎える３歳までの子どもさんの写真を
募集しています。随時募集していますが、誕生月の
掲載になりますので、誕生月の前月10日を締切日
とし、先着７人を掲載します。写真にコメントを添え
て、菊池市役所または各総合支所の広報担当まで申
し込んでください（写真は後日持参でも可）。

ハッピー・バースデーハッピー・バースデー つどいの広場が
七城町にも開所しました
つどいの広場が

七城町にも開所しました

「ひなたぼっこ」
H17年
12月19日
生まれ

H15年
12月10日
生まれ

もうすぐ、
お兄ちゃんに
なります。

お兄ちゃん、
いつも遊んでくれて
ありがとう。

坂
本
蒼
天
く
ん

（
１
歳 

○ 

富
の
原
北
）

父
・
伸
一
さ
ん

母
・
あ
い
さ
ん

さ
か
も
と 

そ
う
て
ん泗

川
口　

樹
く
ん

（
２
歳 

○ 

龍
門
１
）

父
・
晃
範
さ
ん

母
・
香
織
さ
ん

か
わ
ぐ
ち　
　

た
つ
き

菊

泗

宮
木
大
樹
く
ん

（
３
歳 

○ 

富
の
原
台
）

父
・
太
陽
さ
ん

母
・
飛
鳥
さ
ん

み
や
き 

だ
い
き

川
上
佳
恋
ち
ゃ
ん

（
１
歳 

○ 

龍
門
１
）

父
・
秀
樹
さ
ん

母
・
明
美
さ
ん

か
わ
か
み
か
れ
ん菊

谷
口
慶
太
く
ん

（
１
歳 

○ 

富
の
原
中
央
）

父
・
健
太
郎
さ
ん

母
・
理
香
さ
ん

た
に
ぐ
ち
け
い
た

は
や
し 

こ  

ゆ  

き

泗

林
香
由
希
ち
ゃ
ん

（
１
歳 

○ 

富
の
原
一
）

父
・
雅
美
さ
ん

母
・
千
秋
さ
ん

泗

有
浦
好
海
ち
ゃ
ん

（
１
歳 

○ 

永
）

父
・
通
さ
ん

母
・
美
紀
さ
ん

あ
り
う
ら 

こ
う
み泗

H16年
12月27日
生まれ

H17年
12月6日
生まれ

H17年
12月12日
生まれ

H17年
12月3日
生まれ

ワンワン、
ニャンニャン、
だーい好き。

H17年
12月6日
生まれ

食べる事と遊ぶ事が
大好きで、毎日元気
いっぱいです。

実咲姉ちゃん、

真純姉ちゃん、大好き。

お風呂も大好き。

ブーン。ブーン。

遊びやおしゃべりの中から
子育てのヒントが見つかるかも･･･！

遊びにこんね～！
遊びにこんね～！

ベビーベッドやおもちゃ、
絵本など、ご家庭で眠って
いるベビー用品がありまし
たらご寄付ください。

植木インター菊池線

● 砂田駐在所

至菊池市街至七城温泉ドーム

菊池市役所七城総合支所
（旧七城町役場） ●

ガソリンスタンド
●

七城郵便局 ●

多目的研修センター

県
道
旭
志
鹿
本
線

碧お姉ちゃん、

沙羅ちゃん、
これからも仲良く
あそぼうね！

あおい

さ　ら


